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工事概要

設計概要・工事概要
受注方式 設計施工分離
建設地 石川県
主要用途 駅舎
工事期間 2019年12月～2022年12月
階数 地上3階

主体構造 S造
敷地面積 9,639.54㎡
建築面積 1,327.82㎡
延床面積 5,274.49㎡
備考 立体的・多面的に構成された外装と下地鉄骨の施工
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作業体制

作 業 体 制

BIMマネージャー

（プロジェクトにおけるBIM
マネジメントの遂行者）

BIM支援部門2名（兼務） 在席期間
2019年12月～
2022年12月
（非常駐）

BIMモデラー

・外装下地鉄骨モデル
BIM支援部門2名（兼務）

・外部足場モデル
BIM支援部門1名（兼務）

在席期間
2019年12月～
2022年12月
（非常駐）
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使用したBIMツール

Rhinoceros／
Grasshopper ARCHICAD Navisworks BIM360

※現在は BIM360 Docs

・フリーフォーム
3Dモデリングツール
・Rhino上で動作する
モデリング支援ツー
ルプラグイン

・従来のCAD機能に加
え、デザイン機能も強
化されているので複雑
形状のアイデアを3Dモ
デリングで再現可能

・様々な3次元モデル
を統合し、干渉チェッ
クなどをおこなうツー
ル

・すべての情報をひとつの
クラウドベースのプラット
フォームに一元化し、いつ
でも誰でもデータを閲覧で
きる
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取組みの概要

目的 実施内容

アイコン

❶パラメトリックツールによる施工性検討と合意形成
・外装座標から下地鉄骨を生成する課題を抽出
・パラメトリックツールを採用しアルゴリズム考察
・下地鉄骨や周辺部材の自動的なモデル再構成
・鉄骨ファブとのモデル共有、合意形成
・3Dプリンターによる模型作成
・工場仮組検査へBIMモデル活用

アイコン

❷元請けと専門工事会社の双方が外部足場モデル作成
・元請けと専門工事会社の双方がモデル作成
・元請と専門工事会社の外部足場モデル重ね合わせ
・相違点や施工性の検討
・専門工事会社モデルによる数量積算
・凹凸部の納まり検討や既存建屋との取り合い検討
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取組みの概要（ワークフロー）
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パラメトリックツールによる施工検討・合意形成
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• これより映像を上映します（約6分）
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専門工事会社連携① タカミヤ

3DCADによるモデリングと元請へのデータ提供
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専門工事会社連携② きよし鉄建

BIMモデル合意から承認図作成や工場仮組検査へ

アイコン

BIM360をCDE環境として関係者間でBIMモデル合意 工場仮組検査におけるBIMモデル活用

IFCデータインポートによる鉄骨CAD検討
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取組みの効果
施工検討による変更への対応が迅速化、鉄骨製作工程への順応

・外装材の座標交点・稜線
・各面からオフセットした面の生成
・面の交線上に鋼管を配置
・一定基準でブラケット金物を配置
・リップ溝形鋼を配置

接合部取り合い
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取組みの効果

鋼材の基準線や接合部の座標を
パラメトリックに検討

ひとつの変更が複数の部材に与える
影響をGrasshopperで制御

GRASSHOPPERによるパラメータ可変の変更
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成功要因と工夫点
パラメータ変更によるBIMモデル作成の迅速化

方針転換
ファブ対応

アルゴリズム
の決定

3DCAD
モデリング

パラメトリック
ツールの活用
第２弾

鉄骨製作開始

製作レベルに
到達しない

パラメトリック
ツールの活用

工程の進捗

決定度

施工方針検討会 BIM会議

ファブ会議
現場定例

BIMモデル合意
早期の変更対応

早期の再検討

決定度加速

問題発見の遅れ
変更による手戻り
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成功要因と工夫点
BIMモデルによる関係者間の合意形成
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次回改善点

アルゴリズム・プログラム作製の迅速化
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